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「単純ヘルペス特異抗原・水痘帯状ヘルペス特異抗原」

の採取容器及び取扱い変更のお知らせ 
 
謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、標記項目はこれまで別々の専用の採取容器を用いてまいりましたが、この度、両項

目共通で使用できる採取容器に変更させていただくことになりました。なお、従来の採取

容器もそのままご使用いただけますが、検査の工程による報告の遅延も考えられますので、

お手元にございます現行の採取容器を弊社担当者にご返却下さる様お願い致します。 
誠に勝手ではございますが、御理解及び御協力の程、宜しくお願い申し上げます。 

敬 具 
2008 年 8 月 

 
採取容器の変更 

   ❏新 

：単純ヘルペス及び水痘帯状ヘルペス特異抗原 
共通採取容器 
 

❏旧 
：単純ヘルペス用採取容器 
：水痘ヘルペス用採取容器 

 
❏主な変更内容 

・ １つのスライドグラスでどちらの項目も測定可能になりました。 

・ 所要日数が 3～5 日に短縮されます。 

・ 単純ヘルペスの報告形式を｢陰性・陽性｣から（＋）、（－）に変更します。 

・ 水痘帯状ヘルペス特異抗原も必ず凍結保存になります。 
              

実施期日：2008 年 8 月 30 日(土)受付分より ❏  
   ※詳細につきましては、容器に同封の検体採取説明書をご参照下さい。 

お問い合わせは最寄りの営業所 または、

本社・研究所にお願いいたします。 本社・研究所：東京都町田市鶴間５４１番地２
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